





















第3巻第 10号 (1942年 10月〕に韓国語で発表した。発刊は正式に[大東亜会議jで「大





















































たかといえば、「朝鮮人技術者は 1942~1944 年の問、 1215 名から 1632 名に増加した。だ



























































































































































































[sl3]神奈川県庁 (1928ij三竣工) 16 [図 4]軍人会館 (1934年竣工、現九段会館J17 
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{図 5]三菱液徳会館 (1936年竣工) 18 {図 61満洲i盟国務院庁舎 (1936年竣工) 19 
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